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transferを-hw とすると,中性子散乱の resolutionは yk程度となる｡粒子間距
離をAintとして, lin.≫ 九 なる高エネルギー中性子散乱ではMill｡,た壱1)eHoh-
enbergたち(2)が論じたように散乱は独立粒子モデルで扱ってよい (ImpulseApprox.
≡IA )oこの,ような kにたいしては構造因子 S岨=Iである｡
散乱断面積S(k,α)揺 ,IA では
h/ ､ -. _, も2 _､ ,一､

















§2 実 験 結 果
(A) Cowley-Woodsの実験 (3)




④ 散乱 peakの位置はW｡より小 さく,しかもkとともに振動する｡このようすはHeI
でも本質的に同じでつる｡
④ エネルギー巾の方 も, kの変化にともなって振動する｡










Harlingは momentum transferが 20.3A までの散乱実験を行った｡このよ
うな大きさの kに対 して,はたして IAが有効かどうカ.>tままだ確定的でない｡実際,
Sea,S(5)の解析では k- 20A-1としてもIAからのずれは 207To位あり,IAの結果を
もとにして noの estimation を行っても正確さには限度がある｡この点を考慮に入
れて, Harlingは Puf卜 Tenn理論によりno- (8.8±1.3)goを得た｡この他に,
彼は次の結果 を得た :
o-1
① k～>9A にたいして, peakの位置はwoであるが,正確には1770/底い方にずれて
いること(Fig.2,Fig･3,Fig･4)
④ エネルギー巾はI)opplershiftだけでは十分に説明できない. (Fig.5)
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の形を seif-consistent Bornapprox･で求めた.すなわちdensity fluctuation
pk を
pk - 〔NS㈲〕% (a*k+ a_k) (3)
とし quasi- particle間の相互作用を決定しナ < > -までの過程を








(1)の第一項をGauss型 で整理することは少 し疑問であること､を示 している｡
(Ⅱ) sears(5), T≠O oK
searsは Gram-Charlierの級数展開を用いて S-(k,W)の形 を決めることを試み
た｡この方法では S(k,α)のモーメン トを計算することが必要となる ;







た ゞし,α-くす S20月 宛であ り
る ｡
0〇







H (x)-∑ anmxmか ら係数 anmを決定すn m-o
Searsはm-6まで計算 し, k-- では S(k,a) は IAの計算が有効であること








① n-4 までとすると S(k,W)は asymnetricとなるO
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(Ⅱ) pu f 卜Tenn(8) , T≠ 0寵
Hohenbergたちの理論を発展させて, n｡の estimationを最初に試みたのがPuff



















rl -e γ1 )




,2W-〔!三笠二匹 一弘⊥ (ip32〕 W｡(1-慧 )-1N n 2en2 m
puffたちは (10)式を用いて Harlingのデー亘-を解析 し, no/n- 0.06±0.03,
く K,E>





















と仮定する｡ K｡rrたちはkが大きい (～>9A-1)ところでは中仙 - 0とし, xs(k,Q,)
をもとめた｡
-S(k,W)- 畑 k,W)-一言 ∑,+n,〔方,W〕-%
(a'-wp.k+αp)2 (a･+aJp･k-Wp)2-一･一■一一一■■■一･■- 一■一.一一一一一.-■･..■-■■l.･■■■■-
×te Il(k) -e m d ) u4)
ここで IIW は x(k,W)に対する三個の Sum rulesを用いて決める'.








(Ⅴ) Gersch eta 1 80), IAの補正
伽 rschたちは IAの癌果の補正を行い,① condensatepeakの巾は kケ転 比例す























































Ⅹ ス ピ ン の ブ ラ ウ ン 運 動
(9月4日受理 )
阪大 ･教養 植 山 宏
1.-定の外部磁場と乱雑に揺動している局所磁場の中でのスピンの運動
A H (t)- γH｡× M + γHo(t)× lG
dt (1)
を考えるoこの問題はスピン緩和のモデルとして既に多くの人によって論 じられている(ol)
久保 ･橋爪両氏くり は,この問題をLangvineq.の考えより論 じた｡即ち,乱雑な力は必
然的に散逸を生じるという一般原則よ り, Bloch及び関連するFokker-Planckeq｡
が導かれている.最近,Langevineq.の一般論が展開されている(2)ので,その一つの
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